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トルコギキ ョウの開花に及ぼす短 日処理効果の品種間差異
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1は じ め に

秋田県におけるトルコギキヨウ生産は、季咲き栽培で

の 7月 ～ 8月切りが主体であつたが、最近RIJl温での 9

月～ 10月切りの抑制作型が導入されて、面積、生産額

ともに増加傾向にある。この時期の栽培は、育苗、生育

期が高温で経過するため、ロゼット化や短茎開花などの

問題が生じる。これらの問題に対して、花芽分イヒを抑制

し早期出音を抑えるために定植後の短日処理技術が確立

されているが、品種によっては短日処理の効果に違いが

あることが指摘されている。そこで、県内で多く栽培さ

れている 20品種を用いて、短日処理が生育、開花、切

花品質に及ぼす影響について検討した。

2口 験 方 法

試験は、21X12年 に秋田農試無加温ビニールハウス

(100ぽ)で行つた。

(1)供試品種 20品種

早生 :`ビ ッコロブルービコティ'`ビ ッコロエロー '

中早生 :`エクローサグリーン'`エクローサエロー '

中生 :`キュー トパープル'`あすかの萌黄'`あすか

の漣'`あすかの新雪'`あすかの小桜 '`アロ

ハブルーライン'`ロ ココマリン'

中晩生 :`サマーエース'`マイテイレディ'`秋試交

1号 '

晩生 :`つ くしの羽衣'`つ くしの雪'`つ くしの春 '

`つ くしの薫'`ダイヤモンド'`プラチナバイ

オレッド

(2)短 日処理方法

遮光資材は、遮光率 100%のホワイト&シルバー

を使用し、遮光期間は 1701D～翌日 &00ま での 15

時間遮光、9時間日長とした。遮光方法は内張り遮

光とし、遮光日数は定値後 30日間とした。

(3)耕種概要

播種 :4月 15日、200穴セル成型トレイ (椰種用上

:メ トロミックス 3ω )。 コーテイング種子は 1粒

播種、裸種子は2～ 3粒椰種。

定植 :6月 18日、栽植距離 :条間 12¨、株間 12cal、

6条値え。

マルチ被覆 :無孔反射マルチ

施肥量 :基月巴 N、 P,Q、 ん0 各 15(kg/a)

3 日験結果および考察

(1)出苦の抑制効果

短日処理を行うことで供試した全ての品種で出首が抑

制され、無処理区では8月 上旬から出書を確認したのに

対し、短日処理区では8月 中旬からの出書であつた。品

種別の出薔抑制日数は、短日llttFE区 と無処理区とで 1週

間程度の遅れから3週間程度の遅れまで品種による差が

大きかった (表 1、 表 2、 表 3)。

(2)花薔数への影響

短日処理区と無処理区との花書数の差については、2

品種で差がなかったものの、その他の 18品種では短日

処理を行うことで花書数が増加した。増加花苦個数は、1

から7までと品種による差が大きかった (表 3)。

(3)切花重への影響

短日処理によって、茎径や分枝数が多くなり供試した

全ての品種で切花重が増加した (表 3)。

(4)切花長への影響

短日処理でほとんどの品種で節数が増加した。切花長

は無処理区との差が品種によって大きく異なり、短日処

理によって切花長が長くなる品種、あまり差が明らかで

ない品種、短くなる品種があつた (表 3)。

(5)切花長による品種分類

短日処理と無処理の切花長の差を± 5clnを境界とし

て、供試した 20品種を3つのグループに分類 した (図

1)。 短日処理が切花長に対し 5oll以上伸長効果のある

品種群を I群として `つ くしの春'`エクローサグリー

ン'`ビ ッコロブルービコティ'`ロ ココマリン'`ダイ

ヤモンド'`あすかの新雪'`秋試交 1号 'の 7品種、ほ

とんど仲長効果の認められない品種群をII群 として、 `

アロハブルーライン'`つ くしの雪'`エ クリーサエロー

'`あすかの萌黄'`キュー トパープル'`つ くしの薫'`

あすかの小桜'の 8品種、5clll以上抑制される品種群を

Ⅲ群として、 `マ イテイレディ'`プラチナバイオレット

'`ビ ッコロエロー'`サマーエース'`つ くしの羽衣 '

の5品種に分類 した (表 3)。

4 ま と め
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無加温パイプハウスでの秋切り栽培における短日処理

には、開花抑制と切花重増加効果が認められるが、切花

長については品種によって効果に差が生じた。供試した

20品種は、短日処理効果に応じて伸長効果の高い I群 7

品種、効果の少ないII群 8品種、仲長が抑制される皿群 5

品種に分類できた。
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表2 短日処理区の品種別出薔日比較

キュートパープル つくしの羽衣
あすか0蒻責   マイティレディ
ダイヤモンド

エクローサグリーン
あすかの新雪   あすかの小桜

つくしの斎
つくしの■

サマーエース  ロココマリン
つくしの雪

秋風交1号
エクローサエロー

あすかの撻
アロハブルーライン

ピッコロブルービコテイ

ロココマリン
ピッコロブルーピコテ●  つくしの春

秋試交1号    つくしの薫
ピッコロエロー  キュートパープル
あすかの小桜  エクローサグリーン
あすかの漣   あすかの萌責

エクローサエロー   つくしの雪  サマーエース
マイティレディ つくしの羽衣

アロハブルーライン

ヒリコロイエロー       9 929 852 -7,  フ3   10  2, 793  861   68 111
エクローサクリーン     18  81   87   6   12   18   6 779 1095  316  1
エクロ→ イエロー      1, 791  791    0    6   96  36 592  937  345  11
アロフヽ

"レ

ーライン     20 716   71  つ 6    8  102  22 609  628   19  ■

あすかの萌責   22 869 866 ●4  17  17  0 9'81014 36 Π
あすかの漣    14 784 813 29  10 144 44 688  81 122 Π
キュートハーフ,,      20 877   89  13   84  106  22 747  908  161  ■
ロココマリン           フ  323  101  132    7   100  33  391  773  032  :
あすかの新雪   8 844 915 71 108  16 42 ,33 983 25 1
あすかの小桜   14 847  85 03 106 177 71 7901135 392 ■
マイティレテ

・
ィ           9  835  722  -11    11   152   42  806  899   93  皿

サマーエース        16 815   75 → 5  38  132  44 682  825  143 Ш

秋試交1号    14 761 877 116  8 94 14 573 808 235 1
つくしの羽衣   18 844 786 -58 13 142 12 9011087 186 1
つくしの雪    フ 743 74 つ3 93 155 62 813 871 53 n
つくしの春    22 324 892 63 104  13 26 536 ,79 243 1
フうチナハイオレット  17 984 902 -32 98  98  0 806 966  16 111
つくしの■    10 833 855 22 143 163  2 752 875 123 ロ
ダイヤモンド ,  848   91   62  125   162   37  81 5  937  122  1
Z:短

日処理区の出音日―無処理区の出薔日
Y:花

苦長 2cm以上
X:I 

伸長が 5cln以上促進される

Ⅱ ほとんど伸長効果ない

Ⅲ 伸長が 5cn以上抑制される
（Ｊ
劇
員
型
ｅ
劇
Ｎ
Ｓ -20

□ 1 切花長、切花重の短日処理による増加量の品種分布

ダイヤモンド

表3 無処理区及び短日処理区の出苦、切花品質比較
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